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目的 鉄の加工において激しい損耗を示すダイヤモンド工具の損耗抑制のため
に、鉄中にダイヤモンドとの相互作用を防ぐ元素を添加し、工具寿命を延
ばす方法を開発する

結果 鉄表面と相互作用するダイヤモンド表面炭素原子のバックボンド電子が
減少し、結合強度が低下して激しい損耗を示すが、鉄中へのＣやＮの添
加によってそれが抑制され、工具損耗も大幅に減少する。この結果は鉄
にこれらの元素をうまく添加すれば、高機能光学素子の精密金型材として
利用できることを示唆している。
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